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低 温 セ ンター吹田分室 か ら豊 中地 区へ の

液体 ヘ リウムの定期 的運搬 につ いて

基礎工学部 西 田 良 男

液体 ヘ リウム の需要 は年 々増 加 して,10数 年 前 の 設 備 で あ る 豊 中 分 室 では 液 体 ヘ リウム の

供給 量 が限 界 に きて い・ます 。 この解 決 策 は液 化機 の増 設 しか あ りま せ んが,そ れ 迄 の間,コ ・一 ザー は使

用 量 を切 詰 め る か,吹 田 分 室 か ら液 体 ヘ リウム を 運 ぶ か のい ず れ か しか手 が あ りませ ん・ 一270

℃の液 体 を定 期 的 に運 ぶ とな ります と,労 力 ・経 済 的負 担 を覚 悟 しな け れば な りま せ ん。 多少 の犠牲 を

払 って も液体 ヘ リウ ム を運 ば な けれ ば とい う結 論 に,基 礎 工学 部 物 性 関係 の研 究 室 で は な りま し て,低

温 セ ン ター で全 学 的 な 問題 と して案 をね って い た だ きま した。 その結 果,隔 週 一 回 の定 期 便 を昨 年9月

か ら走 らせ てお ります 。 そ の辺 の事情 を報告 します。

これ は,最 初 豊 中地 区 のヘ リウムの 不足 を補 う低 温 セ ンター の事業 とい う精 神 か ら出発 して澄 ります 。

しか しなが ら,セ ン ターが 実 際 に行 な うとな ります と,豊 中 分 室 は 現 状 で 手 一 杯 で あ り,こ

の事業 の ため に本 来 の液 化 作業 に支 障 が あ って は,却 って逆効 果 です。 従 って,両 セ ンター に無 理 の か

か らな い範 囲 で,コ ・一 ザ ーが 実質 的 に運 営 して い くよ り道 が あ りま せ ん。結 局,

(1)吹 田分 室 は隔 週25`を,豊 中地 区 に 供給 し,

(2)豊 中分 室 は ガス を回収 して,液 体 の85%分 の ガス を ボン ベに つ め る。

③ ユ ー ザ ーは液 体 ヘ リウムの運 搬,分 配,ガ スボ ンベ の運 搬 を受 持 つ。

とい う了解事 項 に落 着 きま した。

精 神 は,豊 中地 区 の全 ユ ーザ ーに そ の利 用 を開 いて 鉛 りま す が,ユ ー ザー が かな りの責 任 を分 担 しな

け れば な らな い とな りま す と,或 る程 度 ク ロー ズ シ ョッ プの 形 に せ ざ る を得 ませ ん。 そ うい う事 情 か ら,

とに角,基 礎 工学 部 の物性 四研 究室 が協 同 で,吹 田 か らの液 体 ヘ リウ ムの運 搬,分 配 を行 な うことに し

ま した。 運 搬 は基 礎 工 学部 事務 の方 に世 話 にな ってお ります。 労 力 奉仕 は各研 究 室 が交 代 で受持 って い

ま す。 そ の結 果,実 際 に実 験 に使 え るヘ リ ウムの量 は1回 当 り10～12`で,運 搬量 の50%,従 っ

て値 段 は,約2,000円/4と 高 い もの に な って 訟 りま す。 勿論,研 究 の進 展 に助 か って澄 ります。3月

ま で試 行 して,そ れ以 後 ど うす る かは,検 討 した い と考 えて い ます 。 ご意 見 が あ りま した ら,知 聞 か せ

下 さい。

最後 に,当 然 の こ とな が ら,=豊 中分 室 だけ の液 化 機 の増 設 に よっ て,液 体 ヘ リウム の不 足 が一 日 も早

く解決 さ れ る こと を強 く望 み ます 。
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